
●
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す    

　

　　
樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
天
守
丸
の
桜

　

平
坦
な
天
守
丸
に
は
、
８
本
の
桜（
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
）
が
生
育
。
１
本
を
除
き
梢
が

枯
れ
た
り
、
樹
皮
が
は
が
れ
て
腐
っ
た
り

し
て
弱
っ
て
い
ま
す
。
地
表
面
は
セ
ン
ダ

ン
や
サ
サ
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
草
刈

り
で
き
れ
い
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
本
丸
南
区
の
樹
木
は
剪
定
必
要

　

枡
形
虎
口
と
高
石
垣
が
あ
る
本
丸
南
区

に
は
52
本
の
中
低
木
が
あ
り
、
ク
サ
ギ
８

本
、
エ
ノ
キ
９
本
、
ア
ラ
カ
シ
４
本
、
ヌ

ル
ギ
４
本
、
桜
３
本
な
ど
16
種
の
落
葉
広

葉
樹
が
見
ら
れ
ま
す
。
景
観
上
、
伐
採
し
て

石
垣
を
見
や
す
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　
低
木
32
本
が
石
垣
を
覆
う
本
丸
北
区

　

本
丸
南
区
に
連
な
る
本
丸
北
区
に
は
32

本
の
低
木
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
石
垣
上

に
自
生
。
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
６
本
、
セ
ン
ダ

ン
３
本
な
ど
８
種
の
落
葉
広
葉
樹
、
ア
ラ

カ
シ
４
本
、
シ
ロ
ダ
モ
10
本
な
ど
４
種
の

常
緑
樹
が
見
ら
れ
、
石
垣
の
全
面
を
覆
っ

て
お
り
、
す
べ
て
除
去
が
必
要
で
す
。

　　
二
の
丸
西
区
に
は
主
に
落
葉
樹
11
本

　

天
守
丸
西
側
の
二
の
丸
西
区
は
11
本
で

本
数
は
少
な
く
、
地
表
面
は
サ
サ
と
カ
ヤ

に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
樹
種
は
ク
サ
ギ
、

キ
リ
、
エ
ノ
キ
な
ど
８
種
の
落
葉
樹
と
常

緑
樹
の
シ
ロ
ダ
モ
２
本
で
、
剪
定
が
必
要
。

　　
高
木
が
斜
面
を
守
る
二
の
丸
東
区

　

当
区
の
馬
場
へ
と
向
か
う
犬
走
り
に
は

樹
高
の
高
い
ア
ベ
マ
キ
が
６
本
並
ん
で
お

り
、
大
木
の
根
が
広
が
り
、
法
面
保
護
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
斜

面
に
は
高
木
の
ケ
ヤ
キ
が
多
く
、
樹
木
の

根
が
斜
面
の
石
礫
を
抱
え
込
み
、
落
石
を

ふ
せ
い
で
い
ま
す
。

　　
紅
葉
が
楽
し
め
る
三
の
丸
区

　

現
在
の
登
山
道
を
上
る
と
最
初
に
目
に

す
る
曲
輪
で
あ
る
三
の
丸
区
は
、
中
低
木

の
ア
ラ
カ
シ
14
本
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
２
本

が
自
生
し
ま
す
。
景
観
上
、
剪
定
し
な
が

ら
保
護
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　
シ
ロ
ダ
モ
林
の
馬
場
区

　

天
守
丸
か
ら
南
東
の
幅
の
狭
い
曲
輪
で

あ
る
馬
場
区
に
は
、
シ
ロ
ダ
モ
８
本
が
自

生
す
る
林
で
す
。
剪
定
し
な
が
ら
法
面
を

保
護
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　
セ
ン
ダ
ン
林
の
大
坂
丸
区

　

天
守
丸
の
北
西
側
に
位
置
す
る
大
坂
丸

に
は
、
ア
ベ
マ
キ
１
本
の
ほ
か
、
セ
ン
ダ

ン
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
暖
地
の
樹
種
で

あ
る
セ
ン
ダ
ン
は
自
生
木
と
は
考
え
ら
れ

な
い
の
で
、
斜
面
保
護
に
配
慮
し
な
が
ら

徐
々
に
本
数
を
減
少
さ
せ
、
ア
ベ
マ
キ
の

種
子
の
落
下
に
よ
る
落
葉
広
葉
樹
林
へ
の

転
換
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

石垣と景観の保護に必要な樹木管理

　
利
神
城
跡
の
整
備
に
は
、
近
接
す
る
樹
木
が
、
石
垣
の
安
定

化
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
地
震
や
雨
風
に
よ
っ
て
石
垣

を
崩
壊
さ
せ
る
懸
念
が
あ
る
の
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
樹
木
の
現
況
や
景
観
特
性
を
踏
ま
え
、
管
理
方
針
を

定
め
る
た
め
、
今
夏
、
山
城
中
心
地
区
の
樹
木
植
生
を
樹
木
医

の
協
力
の
も
と
調
査
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
当
調
査
で
明
ら

か
に
し
た
天
守
丸
な
ど
主
郭
部
の
樹
木
の
特
徴
を
報
告
し
ま
す
。
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（
注
）
カ
ラ
ス
丸
区
は
低
木
の
セ
ン
ダ
ン
林
に
つ
き
当
調
査
で
は
除
外
し
て
い
ま
す

山城中心地区で実施した「樹木植生調査」による樹木分布図（天守丸と本丸北区・南区の一部のみ掲載）
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▲７月に実施した調査の様子


